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42 平成27年 5月 12日 [火 ]
14:30～ 18:30

サンメッセ香川
2Fサンメッセホール

27年度 入塾式・修了発表会

香川大学、香川県
徳島文理大学、香川高等専門学校、香川県立保健医療大学

主催
共催
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香川大学は、平成 20年 10月、「21世紀源内ものづくり塾 (以下、源内塾)」 を開設

しましたが、25年度からは香川県産業成長戦略の産業人材創出支援事業として、再出

発しています。

この度、25年度に入塾した第 6期生が 2年間の受講課程を修了し、一方、27年度と

して第 8期生を迎えることになりましたので、入塾式と修了発表会を併せて行います。

源内塾は、香川におけるものづくり企業の明日を担う人材を育成するため、単に技術

がわかるだけでなく、マーケティングやビジネスプラン等経営マインドも養成する実践

的なプログラムにより、「売れるものづくり」が企画・開発できる若手リーダーを育成

します。

25年度以降、従来の先端分野の開発部門だけでなく、次代の経営を担う人材 (ものづ

くり分野、ベンチャーを含む)、 イノベーションの原動力となる人材、健康関連製品の

開発を目指す人材 (文部科学省、地域イノベーション戦略支援プログラム 「かがわ健
康関連製品開発地域」)など香川のものづくり企業全般に対象を拡大しています。

このため、育成する体制について、「地域で必要な人材は、自前で育成する」を基本に、

香川大学を中心に、香川高等専門学校、徳島文理大学、香川県立保健医療大学といった

香川県内の自然科学系の大学と高専が連携し、香川の知の総力を結集して育成に当たつ

ています。

育成システムとしては、従来の「座学」、「課題研究」、「技術経営」といった 2年間の
育成課程をベースに、「自ら学ぶ場」の提供を通じ、受講者が「教えられる」という受

け身でなく、主体的に取り組むことを基本に育成します。

具体的には、座学による集合教育では、同期生による仲間作りを行い、マンツーマン

方式の課題研究では、指導教員との面談を通じ大学の壁を取り除き、更に技術経営では、

ゼミ形式のグループディスヵッションを取り入れ、ビジネスプランをブラシュアップす

る等多様な育成手法により、問題を発見し、それを概念化する手法を学び、そして、そ

れを解決する能力を徹底して鍛えます。

源内塾では、このように、企業で、また地域で活躍する人材を

継続的に輩出していきたいと考えています。

21世紀源内ものづくり塾
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曲一里
塾長 三原



(1)主催者挨拶

司会 :香川大学社会連携・知的財産センター

特命教授 十河修二

香川大学 理事 。副学長 (研究担当)

早川 茂

香川県商工労働部

産業政策課長 田中 一裕

香川大学工学部 特命教授

香川から世界ヘ

日プラのものづくりへのこだわり !

日プラ株式会社

専務取締役

[コ メンテーター]

株式会社テクノ・インテグレーション

香川大学工学部特命教授

f4)修7式 (祝辞と称号授与)              同 上

2

プログラム

(2)27年度生紹介 源内塾塾長  三原 豊

2.  言己念講演  (15:00-16:00)

氏

休 憩

(3)



( 27年度生の募集について )

①受け入れ企業として、マイクロ・ナノ技術に関連した企業だけでなく、香川の

ものづくり企業全般に拡大しています。

②文部科学省地域イノベーション戦略支援プログラム 「かがわ健康関連製品開発
地域」の人材育成ユニットの「ものづくリコース」と一体的に運営しています。

3

27年度の入塾予定者 (8名 )

① 金泥 秀紀   ( 七王工業株式会社 )
¬

② 中村 賢司   ( 株式会社中村技研 )
③ 中村 拓弥   ( 株式会社四国総合研究所 )
④ 畑本 通子   ( 株式会社富士クリーン )
⑤ 藤田 健一郎  ( フジタ自動車工業株式会社 )
⑥ 松本 悠暉   ( 高松帝酸株式会社 )
⑦ 三谷 正則   ( 四国化工株式会社 )
③ 森 博昭    ( 株式会社三森 )



香川から世界ヘ

日プラのものづくりへのこだわり !

○氏 名
敷山 靖洋 氏

○生年月 日

1961年 1月  6日

香川県
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せとうち夢虫博物館株式会社

日プラ株式会社 専務取締役

取締役副社長

専務取締役

・愛知学院大学卒業 (1984年 3月 )

・桑田硝子株式会社入社 (1984年 4月 )

e桑田硝子株式会社退社 (1988年 4月 )

・日プラ海洋設備株式会社入社 (1988年 4月 )現在に至る

(現 日プラ株式会社)

○その他

・香川大学 非常勤講師
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2。 記念講演

「 (2)

○出身地

○現 職
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魚とヒトで奏でる協奏曲
水の中に積む生物と、空気の中に住むヒト.

お互いがもっともっと近づけるような環境を私たちは作りたいと思っています。

アクリルバネルが作り出す水生生物とヒトのコミュニケーションは始まったばかりです。
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